
２０２５年度 シラバス

科目名 単位数 2

授業形態 対象学生

受講条件 開設時期 前期

授業概要
（目的、目標とする資格・
検定等）

授業の一般目標

受講条件

事前学習について（テキ
スト・参考書等）

□ 関心・意欲の観点：今後ＩＴ系の専門学校に進学する際に自身がどの分野に興味をもっているのかを探ることができる

回数日付

第1、2回

第3,4回

第5,6回

第7,8回

第9,10回

第11,12回

第13,14回

第15,16回

第17,18回 ファイル管理について

第19、20回 キーボードの練習

第21,22回 ネットワークとインターネット

第23,24回

第25,26回

第27,28回

第29,30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 成績評価基準

S(４):90点以上

○ ○ ○ A(３):80点以上

B(２):70点以上

C(１):60点以上

○ ○ ◎ D   :59点未満　未修得

　

担当教員
実務経験紹
介

小島　敬子

評価割合

定期試験

小テスト 80%

宿題授業外レポート

授業態度

発表・作品 20%

演習

出席

（２）長期休暇で宿題を課す。

単位認定：出席率８０％以上　期末試験６０点以上

ＰＣの容量と２進数について

ＰＣ内での数値の扱い方

期末試験

成績評価方法

（１）単元ごとに確認テストを課す。

検索エンジンとブラウザの構成

エクスプローラーの使い方

ショートカットについて

ソフトウェアの役割

タイピング練習

ハードウェアの構成

メールの仕組み

コンピューターの基礎

コンピューターの種類

授業項目・内容等 授業外学習の指示等 授業の記録

回数に合わせて、行数を増やしてください

□ 態度の観点 ：ＩＴへの興味を持ち、積極的に情報収集に取り組むようにする

□ 技能・表現の観点：ＩＴ言語を身につけ、発生した事案に対して適切な処置が取れるようになる。

授業計画（全体）：

ＩＴ知識を学ぶとともに、資料作成を通じて日本語のアウトプットをすることにより語学力の向上にもつなげる。

授業計画（授業単位）

□ 思考・判断の観点 ：ＩＴのさまざまな情報を得ることにより、適切に業界でやりたいものを学べる。

教員実務経験対
象

有

パソコン、スマートフォンなどの情報機器に関する基本理解

パソコンの基本的な仕組みを知り、セキュリティーやネットワーク構築などのパソコンを扱う際の基本的な知識を身につける。

留学生のためのタイピング練習、留学生のためのPython入門
BBC マイクロビット公式ユーザーガイド
micro:bitではじめるプログラミング 第2版

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 ：コンピューターに関する基本的な知識を身につける

ＩＴリテラシー基礎 科目コード

演習 開設期 半期

1 〈専〉ＹＩＣ京都工科自動車大学校



２０２５年度 シラバス

科目名 単位数 2

授業形態 対象学生

受講条件 開設時期 後期

授業概要 （目的、目
標とする資格・検定等）

授業の一般目標

受講条件

事前学習について（テキ
スト・参考書等）

□ 関心・意欲の観点：今後ＩＴ系の専門学校に進学する際に自身がどの分野に興味をもっているのかを探ることができる

回数日付

第1、2回

第3,4回

第5,6回

第7,8回

第9,10回

第11,12回

第13,14回

第15,16回

第17,18回 関数

第19、20回 クラス

第21,22回 モジュール

第23,24回

第25,26回

第27,28回

第29,30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 成績評価基準

S(４):90点以上

○ ○ ○ A(３):80点以上

B(２):70点以上

C(１):60点以上

○ ○ ◎ D   :59点未満　未修得

　

担当教員
実務経験紹
介

小島　敬子

評価割合

定期試験

小テスト 80%

宿題授業外レポート

授業態度

発表・作品 20%

演習

出席

（２）長期休暇で宿題を課す。

単位認定：出席率８０％以上　期末試験６０点以上

入出力

例外

期末試験

成績評価方法

（１）単元ごとに確認テストを課す。

パッケージ

条件分岐　if文

繰り返し for文

組み込み型タブル

組み込み型集合

組み込み型文字列

組み込み型リスト

Pythonとは

四則演算・変数

授業項目・内容等 授業外学習の指示等 授業の記録

回数に合わせて、行数を増やしてください

□ 態度の観点 ：ＩＴへの興味を持ち、積極的に情報収集に取り組むようにする

□ 技能・表現の観点：ＩＴ言語を身につけ、発生した事案に対して適切な処置が取れるようになる。

授業計画（全体）：

ＩＴ知識を学ぶとともに、資料作成を通じて日本語のアウトプットをすることにより語学力の向上にもつなげる。

授業計画（授業単位）

□ 思考・判断の観点 ：ＩＴのさまざまな情報を得ることにより、適切に業界でやりたいものを学べる。

教員実務経験対
象

有

Pythonの基礎を理解し、扱ってみることでプログラミングでできることを知り興味を抱かせる

プログラミングの基礎的な知識を演習を通して学ぶ。

留学生のためのタイピング練習、留学生のためのPython入門
BBC マイクロビット公式ユーザーガイド
micro:bitではじめるプログラミング 第2版

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 ：コンピューターに関する基本的な知識を身につける

ＩＴリテラシー応用 科目コード

演習 開設期 半期

2 〈専〉ＹＩＣ京都工科自動車大学校



２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 １年生

開設時期 通期

回

第1、2回

第3,4回

第5,6回

第7,8回

第9,10回

第11,12回

第13,14回

第15,16回

第17,18回

第19、20回

第21,22回

第23,24回

第25,26回

第27,28回

第29,30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他

○ ○ ◎

○ ○ ○ ○

担当教員
実務経験紹

介
吉野

演習 　

出席

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

小テスト 20% 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

（３）期末に定期試験を課す。

単位認定：出席率８０％以上　期末試験６０点以上

評価割合 成績評価基準

定期試験 80% 秀　(Ｓ）：100点～90点

期末試験

成績評価方法

（１）単元ごとに確認テストを課す。

（２）長期休暇で宿題を課す。

料理メニューの表作成

テーマに沿ったメニュー表作成

テキストボックス、地図の作成

ビジネスカタログ、ビジネスロゴの作成

パッケージ

表の作成、画像の作成

図形の作成

デジタル単位、ＣＰＵやメモリーについて

タブとリーダー、段落について

フォルダーの作成と保存

クラウド共同制作

タイピング練習

タイポグラフィー製作

授業計画（授業単位）

主題 授業内容 備考

自己紹介

□ 態度の観点 知識の収集に対して積極的になる

□ 技能・表現の観点 必要な場面に応じて、必要な資料を作成できるようになる。

授業計画（全体）

ＩＴ知識を学ぶとともに、資料作成を通じて日本語のアウトプットをすることにより語学力の向上にもつなげる。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 基本的なＯＳソフトを使用して何ができるのかを知る

□ 思考・判断の観点 積極的にソフトを日常的に活用して日々の改善にあてられるようにする

□ 関心・意欲の観点 ビジネススキルを身につけることで勤務意欲を刺激する

受講条件

事前学習について（テキスト・参考
書等）

留学生のためのWord入門、留学生のためのExcel入門、留学生のためのPowerPoint
留学生のためのWordドリルブック、留学生のためのExcelドリルブック

区分 必須 教員実務経験対象 -

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

・Windowsの基本操作
・Word、Excel、PowerPoint、情報倫理の勉強

科目名 IT実務基礎 学科 国際ＩＴビジネス科

授業形態 実習 開設期 半期

授業の一般目標 日本の会社や大学で、日本語を使用して資料が作れるようになる。

3 〈専〉ＹＩＣ京都工科自動車大学校



２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 １年生

開設時期 通期

回

第1、2回

第3,4回

第5,6回

第7,8回

第9,10回

第11,12回

第13,14回

第15,16回

第17,18回

第19、20回

第21,22回

第23,24回

第25,26回

第27,28回

第29,30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他

○ ○ ◎

○ ○ ○ ○

担当教員
実務経験紹

介
吉野

演習 　

出席

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

小テスト 20% 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

（３）期末に定期試験を課す。

単位認定：出席率８０％以上　期末試験６０点以上

評価割合 成績評価基準

定期試験 80% 秀　(Ｓ）：100点～90点

期末試験

成績評価方法

（１）単元ごとに確認テストを課す。

（２）長期休暇で宿題を課す。

ドリルブック回答作成

アンケートの作成

動画作成

エクセルドリルブック

回答データ作成

パワーポイントテキスト演習

パワーポイントプレゼンテーション

自己ＰＲデータ作成

パワーポイントテキスト演習

アニメーション応用編

自己ＰＲスライド作成

アニメーション基礎

アニメーションオーディオの挿入

授業計画（授業単位）

主題 授業内容 備考

PowerPointの基本操作

□ 態度の観点 知識の収集に対して積極的になる

□ 技能・表現の観点 必要な場面に応じて、必要な資料を作成できるようになる。

授業計画（全体）

ＩＴ知識を学ぶとともに、資料作成を通じて日本語のアウトプットをすることにより語学力の向上にもつなげる。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 基本的なＯＳソフトを使用して何ができるのかを知る

□ 思考・判断の観点 積極的にソフトを日常的に活用して日々の改善にあてられるようにする

□ 関心・意欲の観点 ビジネススキルを身につけることで勤務意欲を刺激する

受講条件

事前学習について（テキスト・参考
書等）

留学生のためのWord入門、留学生のためのExcel入門、留学生のためのPowerPoint
留学生のためのWordドリルブック、留学生のためのExcelドリルブック

区分 必須 教員実務経験対象 あり

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

・Windowsの基本操作
・Word、Excel、PowerPoint、情報倫理の勉強

科目名 ＩＴ実務応用 学科 国際ＩＴビジネス科

授業形態 実習 開設期 半期

授業の一般目標 日本の会社や大学で、日本語を使用して資料が作れるようになる。

4 〈専〉ＹＩＣ京都工科自動車大学校



２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 前期

回 日付

N4 N3

第1回 4月16日 ます形 申し込み 授業について N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第2回 4月18日 ない形 申し込み 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 PPで表示し、各自で確

第3回 4月23日 辞書形 勧誘 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第4回 4月25日 て形 勧誘 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ2回目（30分）

第5回 5月7日 た形 計画 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第6回 5月9日 普通形 計画 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ3回目（30分）

第7回 5月14日 意向形 伝達 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第8回 5月16日 命令・禁止 伝達 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ4回目（30分）

第9回 5月21日 条件形 表現 小テスト（5分） N4文法復習（10分） ポイ＆プラ5回目（30 まとめ1回目（45分）

第10回 5月23日 可能動詞 説明 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第11回 5月28日 受け身動詞 説明 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ6回目（30分）

第12回 5月30日 使役動詞 理由 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第13回 6月4日 使役受け身 理由 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ7回目（30分）

第14回 6月6日 尊敬語 予定 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第15回 6月11日 謙譲語 予定 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ8回目（30分）

第16回 6月13日 ます形 説明 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第17回 6月18日 ない形 説明 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ9回目（30分）

第18回 6月20日 辞書形 敬語 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第19回 6月25日 て形 敬語 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ10回目（30分）

第20回 6月27日 た形 復習 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3復習（30分） まとめ2回目（45分）

第21回 7月2日 普通形 依頼 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第22回 7月4日 意向形 依頼 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ11回目（30分）

第23回 7月9日 命令・禁止 誘う 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第24回 7月11日 条件形 誘う 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ12回目（30分）

第25回 7月16日 可能動詞 手順 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第26回 7月18日 受け身動詞 手順 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ13回目（30分）

第27回 7月23日 使役動詞 希望 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入3つ（60

第28回 7月25日 試験 定期試験模試解説（30分）　期末テスト（60分）

第29回 9月3日 使役受け身 希望 小テスト（5分） N4文法復習（10分） N3文法導入2つ（40 ポイ＆プラ14回目（30分）

第30回 9月5日 接続詞 ポイ＆プラ15回目（30分）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他
評価
割合

〇 〇 〇 〇 ###

担当教員 実務経験紹介

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

小テスト 優　（A）：89点～80点

成績評価方法
単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点100％を換算して評価を行う

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

□ 態度の観点 理解するだけでなく運用できるようになることが理解の到達であると認識させる

□ 技能・表現の観点 文法を使い正しい文を作ることができる。

授業計画（全体）

□ 関心・意欲の観点 文法を使って言いたいことを表現できるようにする。

授業の一般目標 N５からN4の文法を動詞の形からしっかり身につけ、N3レベルの文型を65文型を理解し、使えるようにする。（出題順は教科書に沿う）

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：ポイント＆プラクティス　N3

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 文法の意味、使い方を理解する。

□ 思考・判断の観点 文法問題を正確に解けるようにする

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N4　N3
入学生のレベルが低いため、前期ではN3合格もしくは、N4レベルを十分に保持し、N3に近いレベルになることを目標とする。

科目名 上級文法Ⅰ 科目コード

授業形態 座学 開設期 半期

①動詞の活用テストおよび、文法テスト（パワーポイントで表示し各自ノートの解答）
②N4動詞の復習とそれを使う文型の復習

③ポイント＆プラクティス出題の文法導入＊学生は文法ノートを作ること
④例文作成と、練習問題（交互で）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（5分）

ポイ＆プラ1回目（30分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

N4小テスト N4復習 N3文法 N3練習

授業計画（授業単位）

小テストはN4動詞の
活用等

★試験はN3文法か
ら出題

備考授　業　内　容主　題

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）

例文作成（10分）
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 後期

第17回まで 第18回以降

回 日付

第1回 9月29日 準備 N3文法5つ導入（60分）

第2回 10月2日 広告 N3文法5つ導入（60分） 1月16日

第3回 10月6日 買い物 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ18回目（30分）

第4回 10月9日 質問 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ19回目（30分） 1月17日

第5回 10月16日 副詞 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ20回目（30分）

第6回 10月20日 電話 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ21回目（30分） 1月18日

第7回 10月23日 広告 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ22回目（30分）

第8回 10月27日 調べる N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ23回目（30分） 1月19日

第9回 10月30日 改まった表現 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ24回目（30分）

第10回 11月6日 伝聞 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ25回目（30分） 1月20日

第11回 11月10日 まとめ まとめ まとめ

第12回 11月13日 意見 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ26回目（30分） 1月21日

第13回 11月17日 伝える N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ27回目（30分）

第14回 11月20日 依頼 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ28回目（30分） 1月22日

第15回 11月27日 説明 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ29回目（30分）

第16回 12月1日 お礼 N3文法5つ導入（60分） ポイ＆プラ30回目（30分） 1月23日

第17回 12月4日 まとめ まとめ まとめ

第18回 12月8日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使ってキャッチコピーを作ろう1

第19回 12月11日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使ってキャッチコピーを作ろう2

第20回 12月15日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使って紙芝居を作る1作成

第21回 12月18日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使って紙芝居を作る2練習＋発表

第22回 12月22日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使ってショートドラマを作ろう1

第23回 1月15日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使ってショートドラマを作ろう2

第24回 1月19日 文型を使ったアクティビティ 文法を使った4択クイズ 文型を使ってショートドラマを作ろう3

第25回 1月22日 文型を使ったアクティビティ YICのコマーシャルを作ろう（キャッチコピーとストーリー） 定期試験練習問題（2

第26回 1月26日 文型を使ったアクティビティ YICのコマーシャルを作ろう（ストーリー）（70分） 定期試験練習問題（2

第27回 1月29日 文型を使ったアクティビティ YICのコマーシャルを作ろう（撮影）（70分） 定期試験練習問題（20分）

第28回 2月2日 YICのコマーシャルを作ろう（発表）（70分） 定期試験練習問題（20分）

第29回 2月3日 定期試験対策 定期試験模擬試験（60分）→解説（30分）

第30回 2月9日 期末試験

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他
評価
割合

〇 〇 〇 〇 ##

担当教員

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

実務経験紹介

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点100％を換算して評価を行う

成績評価基準

紙芝居を作ってコマーシャルの流れを説明

□ 態度の観点 理解するだけでなく運用できるようになることが理解の到達であると認識させる

□ 技能・表現の観点 文法を使い正しい文を作ることができる。

授業計画（全体）

ポイ＆プラ16回目（30分）

ポイ＆プラ17回目（30分）

授業計画（授業単位）

授　業　内　容 備考主　題

教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N3

科目コード

開設期 半期

科目名 上級文法Ⅱ

授業形態 座学

区分

（第17回まで）N3レベルの文型を80文型を理解し、使えるようにする。（出題順は教科書に沿う）
（第18回以降）習った文型を使って、会話などを作り運用能力を養う。

①N3文法3つ導入＊学生は文法ノートを作ること
②ポイント＆プラクティスで練習

①N3文法の4択クイズ
②文法を使ったアクティビティ

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 文法の意味、使い方を理解する。

□ 思考・判断の観点 文法問題を正確に解けるようにする

□ 関心・意欲の観点 文法を使って言いたいことを表現できるようにする。

授業の一般目標

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：ポイント＆プラクティス　N3
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 １年

開設時期 前期

回

第1回 4月15日 第1回 接続の表現1 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第2回 4月17日 第2回 接続の表現2 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第3回 4月22日 第3回 指示詞 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第4回 4月24日 第4回 主語の省略 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第5回 5月8日 第5回 理由 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第6回 5月13日 第6回 メールメモお
知らせ

練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第7回 5月15日 第7回 意見文 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第8回 5月20日 第8回 説明文 練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第9回 5月22日 チャレンジ模試（予定）

第10回 5月27日 第9回 長文と情報検
索1

練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第11回 5月29日 第10回 長文と情報検
索2

練習問題30分(N4レベル） 20分問題解答+解説40分

第12回 6月3日 第11回 長文と情報検
索3

新完マス 基礎力をつけよう1）2） 20分問題解答+解説40分

第13回 6月5日 第12回 長文と情報検
索4

新完マス 基礎力をつけよう3）4） 20分問題解答+解説40分

第14回 6月10日 模擬問題 新完マス 基礎力をつけよう5）6） 20分問題解答+解説40分

第15回 6月12日 模擬問題 新完マス 基礎力をつけよう7）8） 20分問題解答+解説40分

第16回 6月17日 模擬問題 新完マス 基礎力をつけよう9） 20分問題解答+解説40分

第17回 6月19日 説明文を読む 新完マス 様々な形式文6）説明文

第18回 6月24日 指示文を読む 新完マス 様々な形式文4）指示文

第19回 6月26日 新完マス 様々な形式文1）メール

第20回 7月1日 意見文を読む 新完マス 様々な形式文5）意見文

第21回 7月3日 手紙 新完マス 様々な形式文2）手紙

第22回 7月8日 エッセイ 新完マス

第23回 7月10日 商品の広告 新完マス 情報検索広告P120/121/124/125

第24回 7月15日 募集広告 新完マス

第25回 7月17日 パンフレット 新完マス

第26回 7月22日 試験対策 模擬試験→解答解説

第27回 7月24日 期末試験 期末試験

第28回 9月2日 グラフ 新完マス 様々な形式文7）グラフ 情報検索グラフP144/145

第29回 9月4日 メール 新完マス

第30回 9月9日 映像を見る

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ◎ ◎ 〇 100%

担当教員
実務経験紹

介

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

出席

齊藤

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点100％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

新完全マスター

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

長文の読解でも途切れない集中力をつける。

□ 技能・表現の観点 主語、述語、修飾語、接続詞、指示語をつかみ、的確に正解を選ぶ能力を身につける。

授業計画（全体）

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

ポイント＆プラクティス

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

ポイント＆プラクティス

授業形態 座学 開設期 半期

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N4　N3
入学生のレベルが低いため、前期ではN3合格若しくはN4レベルを十分に保持し、N3に近いレベルになることを目標とする。

メール（プライベート）を読む

内容理解（短文）説明文P78/79

内容理解（短文）指示文P80
　　　　　　（中文）説明文P82/83
内容理解（短文）メールP81
　　　　　　（中文）説明文P84/85
内容理解（中文）意見文P96/97
　　　　　　（中文）説明文P86/87
内容理解（中文）手紙P98/99
　　　　　　（中文）説明文P88/89

科目名 上級読解Ⅰ 科目コード

授業の一般目標 JLPT読解の出題パターンを分析し、解き方を身につける。N4からN3への移行で自信をつけさせる。

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

【教科書】ポイント＆プラクティス/新完全マスター
【参考書】プリント教材（chatGPTで作成予定）

①授業前半部分でN4の練習問題、もしくは読解を解くときのポイントや、種類別の出題パターンを知る。
②授業後半で実際の練習問題を解き、解説しながら前半部分で学んだことを確認する。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 様々な内容を読みながら語彙と文法の知識を広げる

□ 思考・判断の観点 論理構成の組み立て方を学ぶ

□ 関心・意欲の観点 様々な内容の文章を読み、日本文化への意欲関心を高める

□ 態度の観点 

様々な形式文8）メール（ビジネ
ス）

情報検索メール（ビジネス）
P138/139/140/141

様々な形式文7）エッセイ

様々な形式文1）商品の広告

様々な形式文2）募集広告 情報検索広告P122/123

様々な形式文3）パンフレット

内容理解（中文）エッセイP114/115　　　　　　

情報検索パンフレットP126/127/12
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 １年

開設時期 前期

17回まで 18回以降

回

第1回 10月1日 お知らせ 新完マス

第2回 10月3日 お茶の飲み方 新完マス

第3回 10月8日 説明文 内容理解中文（説明文）P90/91 内容理解長文（説明文）P100-10

第4回 10月10日 説明文 内容理解中文（説明文）P92/93 内容理解長文（説明文）P104-10

第5回 10月15日 説明文・意見文 内容理解中文（説明文）P94/95

第6回 10月17日 案内文・紹介文・情報検索 情報検索（メール）P142-143

第7回 10月22日 新完全マスターN3模擬試験 練習問題30分(N3レベル）

第8回 10月24日 チャレンジ模試（予定）

第9回 10月29日 新完全マスターN3模擬試験　解答解説 練習問題30分(N3レベル）

第10回 11月5日 内容理解・中文第1回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第11回 11月7日 内容理解・中文第1回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第12回 11月12日 内容理解・中文第1・2回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第13回 11月14日 内容理解・中文第2回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第14回 11月19日 内容理解・長文第1回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第15回 11月21日 内容理解・長文第1回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第16回 11月26日 内容理解・長文第2回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第17回 11月28日 内容理解・長文第2回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第18回 12月3日 情報検索第1回 練習問題30分(N3レベル） 20分問題解答+解説40分

第19回 12月5日 情報検索第2回 練習問題30分(N3レベル）

第20回 12月10日 アクティビティ　流れつかむ 写真を見て一言（15分）

第21回 12月12日 写真を見て一言（15分）

第22回 12月17日 写真を見て一言（15分）

第23回 12月19日 流れを理解し文を組み立てる パラパラ漫画を見てセリフを考える　アテレコで発表

第24回 1月14日 流れを理解し文を組み立てる パラパラ漫画を見てセリフを考える　アテレコで発表

第25回 1月16日 流れを理解し文を組み立てる パラパラ漫画を見てセリフを考える　アテレコで発

第26回 1月21日 期末テスト対策 JテストD-E（ネットから）45分

第27回 1月23日 期末テスト対策 JテストD-E（ネットから）45分

第28回 1月28日 期末テスト対策 JテストD-E（ネットから）45分

第29回 1月30日 期末テスト模擬試験

第30回 2月6日 期末テスト試験

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他
評
価

◎ ◎ ◎ 〇 #

担当教員
実務経験紹

介

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点100％を換算して総合評価を行う。

時間があれば
いつどこゲーム

時間があればいつどこゲーム

時間があれば
いつどこゲーム
時間があれば
いつどこゲーム
時間があれば
いつどこゲーム

Jテストから出題

成績評価方法

（ゲーム）文章を切らないゲーム
いつどこゲームなど
（ゲーム）文章を切らないゲーム
いつどこゲームなど

（ゲーム）文章を切らないゲーム
いつどこゲームなど

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

授業の一般目標 JLPTの読解の解き方を

受講条件 火曜日、木曜日

区分 教員実務経験対象

目標資格：JLPT　N3

授業形態 座学 開設期 半期

科目名 上級読解Ⅱ 科目コード

主　題 授　業　内　容 備考

新完全マスター

新完全マスター

時間があれば
いつどこゲーム

事前学習について
（テキスト・参考書等）

【教科書】新完全マスターN3読解/ドリル＆ドリルN3聴解・読解
【参考書】プリント教材（chatGPTで作成予定）

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 様々な内容を読みながら語彙と文法の知識を広げる

新完全マスター

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

ドリル＆ドリル

授業計画（授業単位）

□ 思考・判断の観点 論理構成の組み立て方を学ぶ

□ 関心・意欲の観点 様々な内容の文章を読み、日本文化への意欲関心を高める

□ 態度の観点 長文の読解でも途切れない集中力をつける。

□ 技能・表現の観点 主語、述語、修飾語、接続詞、指示語をつかみ、的確に正解を選ぶ能力を身につける。

授業計画（全体）

授業後半で実際の練習問題を解き、解説しながら前半部分で学んだことを確認する。
7回からは易から難の問題をし、苦手意識を軽減する。

アクティビティー中心の授業
文章の流れをつかむ練習/文章を読み思考し、伝える練習など

内容理解長文（旅行案内）
P112-113

内容理解長文（説明文）P108-
109

様々な形式文4）お知らせ①/
②

情報検索メニュー/請求書
P130/131/132/133

様々な形式文6）薬の飲み方
情報検索保証書/映画情報
P134/135/136/137

アクティビティ　内容を理解し他者へ伝える ジグソーリーディング（語彙→読む

新完全マスター

新完全マスター

アクティビティ　内容を理解し他者へ伝える

20分問題解答+解説40分

お話をみんなで読んで順番にす
る
ジグソーリーディング（語彙→読
む→口頭説明→順番にならぶ）

新完全マスター

新完全マスター

新完全マスター
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 前期

回

第1回 4月17日 （30分） ×

第2回 4月24日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第3回 5月8日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第4回 5月15日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第5回 5月22日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第6回 5月29日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第7回 6月5日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第8回 6月12日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第9回 6月19日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第10回 6月26日 （30分） 即時応答N4（１５分）

第11回 7月3日 （30分） 概要理解N4（１５分）

第12回 7月10日 （30分） 概要理解N4（１５分）

第13回 7月17日

第14回 7月24日 テスト勉強（30分）

第15回 9月4日 （30分） 概要理解N4（１５分）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他
評価割

合

◎ ◎ 〇 〇 100%

担当教員
実務経験紹

介

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

出席

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第8

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第9

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第7

ポイント＆プラクティス
模擬試験

ポイント＆プラクティス
10回目

ポイント＆プラクティス
11回目

解答解説（3０分）

成績評価基準

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点100％を換算して総合評価を行う。

聴解模擬試験60分 解答解説30分

リストパート（30分）
11アドバイス/12謝
るリストパート（30分）
13ほめる/14命令/
禁止

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第10

前期期末テスト

ポイント＆プラクティス
12回目

リストパート（30分）
16ている/おく/ある
17引用

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第3

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第4

ポイント＆プラクティス
6回目

ポイント＆プラクティス
7回目

リストパート
1あいさつ/決まった
表現
リストパート（30分）
6依頼する

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第5

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第6

ポイント＆プラクティス
8回目

ポイント＆プラクティス
9回目

リストパート（30分）
7許可を求める/8申
し出るリストパート（30分）
9誘う/10必要・不必
要

①N４語彙のディクテーション（15分）
②ポイント＆プラクティスの問題（30分）

③リストパート部分で試験によく主題される形式を意識する（30分）
④N4レベルの即時応答で苦手な即位時応答の解き方を身につける（30分）

備考

以降即時応答で時
間調節

×

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第2

ポイント＆プラクティス
4回目

ポイント＆プラクティス
5回目

リストパート（４５分）
4イントネーション
リストパート（30分）
6依頼する/7許可を
求める

自己紹介など
ポイント＆プラクティス１回

目
リストパート（30分）
5順番

×

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第1

ポイント＆プラクティス
2回目

ポイント＆プラクティス
3回目

リストパート（４５分）
2敬語

リストパート（30分）
3話し言葉

授　業　内　容

科目名 上級聴解Ⅰ 科目コード

授業形態 座学 開設期 半期

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N4　N3
入学生のレベルが低いため、前期ではN3合格もしくは、N4レベルを十分に保持し、N3に近いレベルになることを目標とする。

授業の一般目標 聞いてわかる語彙を増やし、JLPTの出題パターンをしっかり身につける。また、学生が苦手とする即時応答をしっかり練習する。

受講条件  

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：ポイント＆プラクティスN3　聴解　（スリーエーネットワーク）（音声はダウンロード可能）
教科書：【ディクテーション】ポイント＆プラクティスN3　語彙　（スリーエーネットワーク）
【即時応答/概要理解】ドリル＆ドリルN4聴解他

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 聴解をしながら語彙・文法の知識を広げていく。

□ 思考・判断の観点 イントネーションや表現方法から話者の気持ち、会話の展開を読めるようにする。

□ 関心・意欲の観点 聴解力の向上により、会話意欲を向上させる。

□ 態度の観点 受け身の姿勢にならず、自ら発音の会得をしようとする姿勢を身につけさせる。

□ 技能・表現の観点 日本語能力試験の出題パターンを身につけ、合格につなげる。

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

主　題

課題理解

発話表現・課題理解

ポイント理解

ポイント理解
発話表現

概要理解

即時応答・概要理解

課題理解・即時応答

課題理解・即時応答

ポイント理解
発話表現

模擬試験

ポイント理解
発話表現

概要理解・即時応答

試験前復習

試験

総合練習
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 後期

【第9回まで】

回

第1回 10月2日

第2回 10月9日

第3回 10月16日

第4回 10月23日

第5回 10月30日

第6回 11月6日

第7回 11月13日 実戦形式 ドリル＆ドリル第1回 解答解説

第8回 11月20日 実戦形式 ドリル＆ドリル第2回 解答解説

第9回 11月27日 実戦形式 ドリル＆ドリル第3回 解答解説

第10回 12月4日 生教材を使って（短編動画） 映像教材（短編動画）を見て問題に答える3（5テスト問題練習3（20分）

第11回 12月11日 生教材を使って（短編動画） 映像教材（短編動画）を見て問題に答える4（5テスト問題練習4（20分）

第12回 12月18日 生教材を使って（短編動画） 映像教材（短編動画）を見て問題に答える4（5テスト問題練習5（20分）

第13回 1月15日 生教材を使って（短編動画） 映像教材（短編動画）を見て問題に答える5（5テスト問題練習5（20分）

第14回 1月22日 期末テスト模擬試験→回答解説

第15回 1月29日 期末試験

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他
評
価

◎ ◎ 〇 〇 #

担当教員
実務経験紹

介

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点100％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

成績評価方法

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

授　業　内　容

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１1

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１2

①N3語彙のディクテーション（15分）
②短編（5分程度）映画/ニュースなどを見て内容、感想等グループワーク
③期末テスト出題予定問題でテスト対策

備考主　題

ポイント理解＆概要理解

課題理解＆即時応答＆概要理解

以降ドリル＆ドリルス
クリプトにて時間調

節

□ 関心・意欲の観点 聴解力の向上により、会話意欲を向上させる。

□ 態度の観点 受け身の姿勢にならず、自ら発音の会得をしようとする姿勢を身につけさせる。

□ 技能・表現の観点 日本語能力試験の出題パターンを身につけ、合格につなげる。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 聴解をしながら語彙・文法の知識を広げていく。

□ 思考・判断の観点 イントネーションや表現方法から話者の気持ち、会話の展開を読めるようにする。

授業の一般目標
（第7回まで）聞いてわかる語彙を増やす。様々なパターンの問題を行うことで実践の時間間隔等をつかむ。
（第8回以降）短い動画を見て実際に使われている生の会話に触れ聞き取り、思考する力を養う。

受講条件  

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：ドリル＆ドリルN3　（聴解読解）
教科書：【ディクテーション】ポイント＆プラクティスN3　語彙　（スリーエーネットワーク）
映像教材はYouTube動画から

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N3

科目名 上級聴解Ⅱ 科目コード

授業形態 座学 開設期 半期

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１９

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第２０

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第２１

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第２２

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１３

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１４

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１５

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１７

ドリル＆ドリル第5回（40分）

ドリル＆ドリル第5回（40分）

解答解説

解答解説

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１８

ドリル＆ドリル第4回（40分）
リストパート（30分）

18最後まで言わない19前置き

リストパート（30分）
20次に何が来るか予測できる

ドリル＆ドリル第4回（40分）

ポイント理解＆概要理解

課題理解＆即時応答

①N3語彙のディクテーション（15分）
②第1～9回はドリル＆ドリルで実践問題

【第10回以降】

定期試験対策

課題理解/ポイント理解/概要理解/発話理
解/即時応答

課題理解/ポイント理解/概要理解/発話理
解/即時応答

ドリル＆ドリル概要理解6-7回

ドリル＆ドリル概要理解8-10回

解答解説

解答解説

概要理解

概要理解

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第２３

課題理解/ポイント理解/概要理解/発話理
解/即時応答

N3語彙ディクテーション
（15分）ポイ＆プラ第１６
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 前期

回

1 4月18日

2 4月25日

3 5月9日

4 5月16日

5 5月23日

6 5月30日

7 6月6日

8 6月13日

9 6月20日

10 6月27日

11 7月4日

12 7月11日

13 7月18日

14 7月25日

15 9月5日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ◎ 〇 ◎ 60%

〇 20%

〇 20%

担当教員
実務経験紹

介

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

希望する進路を実現する/願書の作成/面接の練習
　　の授業全１０回のフループワーク、発表等で「態度」を評価。
宿題と課題で「関心・意欲」を評価。

科目名 ビジネス日本語運用Ⅰ 科目コード

授業形態 座学 開設期 半期

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 面接に必要な語彙、話し方、発音を習得する。

□ 思考・判断の観点 適切な受け答えが可能になる

□ 関心・意欲の観点 自己分析を行い、個性的な意見を出せるようにする

授業の一般目標 次の進学・就職に向け、必要な作文力と面接に必要な会話力を向上させる。

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：毎日練習！リズムで身につく日本語の発音（スリーエーネットワーク)
参考資料/配布資料：留学生のためのビジネス日本語シリーズ　つかめ面接のコツ　活動冊子　（無料資料）
（財団法人　海外技術者研修協会　Webサイトより）/

自己紹介をしよう

模擬面接（集団面接）

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考（宿題）

つかめ面接のコツ毎日練習！

□ 態度の観点 面接に必要な服装、マナーを身につける

□ 技能・表現の観点 正しい発音と表現で理解しやすい日本語の運用ができるようにする

授業計画（全体）

毎日練習！にて、発音、会話の練習（15分～30分）→課題の作成→ペア/グループ発表→全体発表（75分～60分）　

面接のポイント⇒集団模擬面接⇒振り返り第2課1・２回目 ＊時間が余れば履歴書作成

グループワーク
自己紹介

第1課1・２回目授業、評価方法について
宿題①：来日理由/日本語学習理由/
希望進路理由４月２５日提出

私の強み　自己PR

行きたい学校を調べる

①人の性格を表す言葉導入
②シートに記入
③グループ内で自己紹介

第３課２回目
宿題②：行きたい学校調べ（プリント）5
月29日提出

発表準備⇒発表⇒意見第３課1回目
宿題①を使って発表
＊時間が余れば履歴書作成

なぜ日本へ来たのか。進学
希望理由

私はどんな人？長所と短所

行きたい学校発表準備第4課2回目 宿題③：願書取り寄せ（6月5日手出）

自己診断シート記入⇒グループ内発表⇒FB第4課１回目

志望動機を書こう3

面接シート作成

行きたい学校発表

課題④：願書まだ書けていない人（6月
20日提出）

行きたい学校を調べる

願書作成

志望動機シート記入⇒グループ発表
志望動機書けていない人（6月26日提
出）

志望動機作成

志望動機を書こう1

志望動機を書こう2

願書作成

良　（Ｂ）：79点～70点

志望動機発表

課題⑤：面接シートまだの人（7月17日
提出）

面接シートの作成

ビデオ視聴⇒振り返り

志望動機

出席

齊藤

第5課１回目

第5課2回目

第6課１・2回目

第7課１・2回目

第8課

第9課１・2回目

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート

面接リハーサル

面接ビデオ評価⇒振り返り

試験

成績評価基準

面接練習第10課１・2回目

第10課3回目

コーヒーブレイク１

成績評価方法：態度：授業参加度全10回×2点/宿題・課題：全5回×4点（期限内提出）

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 後期

回

1 10月3日

2 10月10日

3 10月17日

4 10月24日

5 11月7日

6 11月14日

7 11月21日

8 11月28日

9 12月5日
10 12月12日
11 12月19日
12 1月16日
13 1月23日
14 1月30日

15 2月6日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ◎ 〇 ◎ 60%

〇 20%

〇 20%

担当教員
実務経験紹

介

科目名 ビジネス日本語運用Ⅱ 科目コード

授業形態 座学 開設期 半期

授業の一般目標 研究データについて深く考察し文しょうに書ける。日本語でプレゼンテーションができる力を身につけること。

受講条件

事前学習について

（テキスト・参考書等）
教科書：教科書：毎日練習！リズムで身につく日本語の発音（スリーエーネットワーク)

区分 教員実務経験対象

授業概要

（目的、目標とする資格・検定

等）

興味のあるテーマで小論文を書き、プレゼンテーションする。

□ 態度の観点 プレゼンテーションに必要な話し方、マナーを身につける

□ 技能・表現の観点 読んだ人が理解できる小論文がかける。見た人が理解でき、興味の持てるプレゼンテーションができる。

授業計画（全体）

課題の作成→ペア/グループ発表→全体発表　

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 小論文に必要な語彙、文法を習得する。

□ 思考・判断の観点 一つのテーマについて調べ、発表できる資料を作成できる

□ 関心・意欲の観点 小論文に書きたいテーマを考え、書きたい内容を考えられる。

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考（宿題）

毎日練習！ 卒業論文作成

第11課1・２回目

第11課3回目

アンケートを作ろう

アンケート結果を考察しよう

アンケート結果を発表しよう

グラフの結果を考察しよう

グラフ結果を発表しよう

卒業論文　テーマ決め

　　の授業全８回のフループワーク、発
表等で態度を評価。
宿題①：アンケート作成と実施（10月8

宿題②：発表シート（10月16日まで）

アンケート作成（宿題で実施）

アンケート結果まとめと考察

課題③：卒論テーマまだの人（11月27
日まで）

発表準備⇒発表

論文例⇒卒論のテーマ決め

テーマ（グラフのあるもの）決め発表準備

発表第12課1回目

第12課2回目

第13課1回目

第13課2回目

宿題④：感想文/課題プリント

課題⑤：構成プリントまだの人（12月4
日まで）

卒論の構成を考える→グループ発表第13課3回目

第14課2回目

日本語を使って話そう

卒業論文　構成

卒業論文　作成

卒業論文　作成

東寺の弘法さんへ行き、日本人と会話をする

卒業論文　作成

卒業論文　発表

卒業論文　発表

卒業論文　発表

卒論を書く（１）

卒論を書く（２）

第14課1回目

評価：発表発表する

プレゼンテーション

冬休みの宿題：卒論

評価：卒論の内容発表

卒論を書く（３）

発表する準備

第15課1回目

第15課2回目

第16課

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

成績評価方法
単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上

成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

卒業論文　発表

演習 　

出席

齊藤

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生 1年生

開設時期 前期

回

第1回 4月14日 授業について１０分 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第2回 4月17日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第3回 4月21日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第4回 4月24日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第5回 4月28日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第6回 5月8日 小テスト（10分） 復習テスト（25分） 答え合わせ（45分）再テスト（1

第7回 5月12日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第8回 5月15日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第９回 5月19日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第10回 5月22日 チャレンジ模試（予定）

第11回 5月26日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第12回 5月29日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第13回 6月2日 小テスト（10分） 復習テスト（25分） 答え合わせ（45分）再テスト（1

第14回 6月5日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第15回 6月9日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第16回 6月12日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第17回 6月16日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第18回 6月19日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第19回 6月23日 小テスト（10分） 復習テスト（25分） 答え合わせ（45分）再テスト（1

第20回 6月26日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第21回 6月30日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第22回 7月3日 JLPT前練習テスト

第23回 7月7日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第24回 7月10日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第25回 7月14日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第26回 7月17日 期末試験模試→解答解説

第27回 7月24日

第28回 9月1日 小テスト（10分） 復習テスト（25分） 答え合わせ（45分）再テスト（1

第29回 9月4日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第30回 9月8日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

成績評価方法
単位認定　総合成績６０
点 出席率８０％以上

0 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他
評
価

定期試験 ◎ 〇 〇 〇 #

小テスト

宿題授業外レポート

授業態度

発表・作品

演習

出席

担当教員
実務経験紹

介

良　（Ｂ）：79点～70点

可　（Ｄ）：69点～60点

不可（Ｅ）:59点以下

　

齊藤木村

ポイント＆プラクティス第22回

成績評価基準

秀　(Ｓ）：100点～90点

優　（A）：89点～80点

復習

ポイント＆プラクティス第21回

期末試験対策 テスト前対策

期末試験

ポイント＆プラクティス第19回

ポイント＆プラクティス第20回

ポイント＆プラクティス第18回

ポイント＆プラクティス第16回

ポイント＆プラクティス第17回

ポイント＆プラクティス第15回

復習

ポイント＆プラクティス第11回

ポイント＆プラクティス第12回

ポイント＆プラクティス第13回

ポイント＆プラクティス第14回

ポイント＆プラクティス第10回

復習

ポイント＆プラクティス第7回

ポイント＆プラクティス第8回

ポイント＆プラクティス第9回

ポイント＆プラクティス第5回

復習

ポイント＆プラクティス第6回

ポイント＆プラクティス第2回

ポイント＆プラクティス第3回

ポイント＆プラクティス第4回

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

ポイント＆プラクティス第1回

□ 態度の観点 テストの結果においても優良な成績を取る。

□ 技能・表現の観点 語彙力が強化されることにより日本語表現の幅が広がり、また聴解・読解力の向上につなげる。

授業計画（全体）

①小テスト（10分）
②語彙導入（30分）＊学生は語彙ノートを作ること！
③問題演習15分→解答解説30分

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 語彙の意味を知り、正しい使用法を知る。

□ 思考・判断の観点 適切な場面で適切に運用できるようにする。

□ 関心・意欲の観点 語彙を増やすことに喜びを感じ、主体的に語彙力の向上に努める。

授業の一般目標 語彙を増やし、JLPT形式の問題になれ、最後にグループで確認することでインプットから、アウトプットにつなげる。

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：ポイント＆プラクティスN3

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N4　N3
入学生のレベルが低いため、前期ではN3合格もしくは、N4レベルを十分に保持し、N3に近いレベルになることを目標とする。

科目名 上級語彙Ⅰ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生

開設時期 後期

回

第1回 9月30日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第2回 10月2日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第3回 10月7日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第4回 10月9日 小テスト（10分） 復習テスト（25分） 答え合わせ（45分）再テスト（15分）

第5回 10月14日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第6回 10月16日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第7回 10月21日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第8回 10月23日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第９回 10月28日 小テスト（10分） 語彙導入（30分） 問題演習15分　解答解説30分

第10回 10月30日 小テスト（10分） 復習テスト（25分） 答え合わせ（45分）再テスト（15分）

第11回 11月4日 小テスト（10分） 新完全マスター4課副詞①

第12回 11月6日 小テスト（10分） 新完全マスター4課副詞②

第13回 11月11日 小テスト（10分） 新完全マスター5課オノマトペ①

第14回 11月13日 小テスト（10分） 新完全マスター5課オノマトペ②

第15回 11月18日 小テスト（10分） 新完全マスター6課間違えやすい漢語①

第16回 11月20日 小テスト（10分） 新完全マスター6課間違えやすい漢語②

第17回 11月25日 小テスト（10分） 新完全マスター7課言い換え①

第18回 11月27日 小テスト（10分） 新完全マスター7課言い換え②

第19回 12月2日 小テスト（10分） 新完全マスター８課語彙形成①

第20回 12月4日 小テスト（10分） 新完全マスター８課語彙形成②

第20回 12月9日 語彙マップ作製　語彙リスト作成 発表

第22回 12月11日 語彙マップ作製　語彙リスト作成 発表

第23回 12月16日 語彙マップ作製　語彙リスト作成 発表

第24回 12月18日 今年の言葉と来年の言葉 発表

第25回 1月13日 好きな言葉や今年の言葉

第26回 1月15日 クラスの詞を作ろう～生きているということ1 グループで考える カフートを使った語彙ゲーム

第27回 1月20日 クラスの詞を作ろう～生きているということ2 紙に書く カフートを使った語彙ゲーム

第28回 1月22日 クラスの詞を作ろう～生きているということ3 発表する カフートを使った語彙ゲーム

第29回 1月27日

第30回 1月29日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合
◎ 〇 〇 〇 80%

〇 〇 20%

担当教員 実務経験紹介
出席

齊藤木村

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点
発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下
演習 　

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点
小テスト 優　（A）：89点～80点
宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

期末テスト
成績評価方法
単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上

成績評価基準

期末テスト模擬 テスト前対策

語彙マップを作ろう！テーマ自由

語彙マップを作ろう！テーマ自由

新完全マスター第2部－8課

語彙マップを作ろう！恋愛

新完全マスター第2部－7課

新完全マスター第2部－7課

新完全マスター第2部－8課

新完全マスター第2部－5課

新完全マスター第2部－6課

新完全マスター第2部－6課

新完全マスター第2部－4課

新完全マスター第2部－4課

新完全マスター第2部－5課

ポイント＆プラクティス第２９回

ポイント＆プラクティス第３０回

復習

ポイント＆プラクティス第２６回

ポイント＆プラクティス第２７回

ポイント＆プラクティス第２８回

ポイント＆プラクティス第24回

ポイント＆プラクティス第25回

復習

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

ポイント＆プラクティスN3語彙
参考資料：新完全マスターN3語彙　/　その他プリント教材（作成予定）

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

ポイント＆プラクティス第23回

□ 態度の観点 テストの結果においても優良な成績を取る。

□ 技能・表現の観点 語彙力が強化されることにより日本語表現の幅が広がり、また聴解・読解力の向上につなげる。

授業計画（全体）

第１７回まで①小テスト②語彙導入③問題演習と解答解説

第18回以降　アクティビティを通して語彙を学び、グループワーク、発表を重ねることでアウトプットにつなげる。

書初め

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

科目名 上級語彙Ⅱ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

目標資格：JLPT　N3

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 語彙の意味を知り、正しい使用法を知る。

□ 思考・判断の観点 適切な場面で適切に運用できるようにする。

□ 関心・意欲の観点 語彙を増やすことに喜びを感じ、主体的に語彙力の向上に努める。

授業の一般目標
今まで学んだN3の語彙確認を行い、苦手な部分を理解し、以降の学習につなげる。また自習時間を設けることにより、N2に向けて対策できる時間

を取ることでN3合格者のストレスを軽減させる。（学生の希望があれば、プリント教材、など対応予定）
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生

開設時期 前期

回

第1回 4月16日 授業について10 フラッシュカード漢字語彙導入50分

第2回 4月18日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第3回 4月23日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第4回 4月25日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第5回 5月7日 ゴールデンウィーク明けテスト

第6回 5月9日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第7回 5月14日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第8回 5月16日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第９回 5月21日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第10回 5月23日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第11回 5月28日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第12回 5月30日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第13回 6月4日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第14回 6月6日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第15回 6月11日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第16回 6月13日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第17回 6月18日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第18回 6月20日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第19回 6月25日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第20回 6月27日 小テスト（10分）漢字の書き取り（N5-N4）（30分フラッシュカード漢字語彙導入40分

第21回 7月2日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第22回 7月4日 JLPT前練習テスト

第23回 7月9日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第24回 7月11日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第25回 7月16日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第26回 7月18日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第27回 7月23日 期末テストの模擬試験→解答解説

第28回 7月25日

第29回 9月3日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第30回 9月5日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

成績評価方法
単位認定　総合成績６０
点 出席率８０％以上

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

定期試験 〇 〇 〇 〇 100%

小テスト

宿題授業外レポート

授業態度

発表・作品

演習

出席

担当教員 実務経験紹介

ポイント＆プラクティス第21回

ポイント＆プラクティス第22回

ポイント＆プラクティス第17回

ポイント＆プラクティス第18回

ポイント＆プラクティス第19回

ポイント＆プラクティス第20回

復習

期末試験対策

期末試験

ポイント＆プラクティス第5回

ポイント＆プラクティス第9回

ポイント＆プラクティス第10回

復習

ポイント＆プラクティス第11回

ポイント＆プラクティス第12回

ポイント＆プラクティス第13回

ポイント＆プラクティス第15回

復習

ポイント＆プラクティス第14回

復習

ポイント＆プラクティス第6回

ポイント＆プラクティス第7回

ポイント＆プラクティス第8回

秀　(Ｓ）：100点～90点

優　（A）：89点～80点

良　（Ｂ）：79点～70点

成績評価基準

川嵜

可　（Ｄ）：69点～60点

不可（Ｅ）:59点以下

　

漢字の書き取り（N3）（30分）

ここからN3のみ

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

小テストはN3漢字

□ 技能・表現の観点

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

N5-N4漢字10個ず
つ

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

漢字の書き取り（N5-N4）（30分

ポイント＆プラクティス第1回

ポイント＆プラクティス第2回

ポイント＆プラクティス第3回

ポイント＆プラクティス第4回

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 漢字の構造を知り、正しい読み書きを知る。

□ 思考・判断の観点 使用法を誤らず、正しく使える。

□ 関心・意欲の観点 漢字の成り立ちなどを覚え、学習の意欲を持つ。

□ 態度の観点 テストの結果においても優良な成績を取る。

ポイント＆プラクティス第16回

科目名 上級漢字Ⅰ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

漢字の意味を知ることで読解力が上がり、正しく美しく書けることで作文の印象を向上させる。

授業の一般目標
漢字の読み書きを覚えるだけでなく、更にその漢字にまつわる語彙を覚え運用できるようにする。
授業に書き取り、フラッシュカードを入れ確実に漢字を読める、書けるに導く。またN５の復習からスタートさせることにより、苦手意識を軽減させる。

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

教科書：ポイント＆プラクティス

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

目標資格：JLPT　N4　N3
入学生のレベルが低いため、前期ではN3合格もしくは、N4レベルを十分に保持し、N3に近いレベルになることを目標とする。

授業計画（全体）

①前回やった漢字の小テスト（N3）＊紙でなくパワーポイントを用い各自でノートにさせる。
②N5N4の漢字の書き取りとフラッシュカードによる読みの練習/15こ
③N3漢字の導入＊学生は漢字ノートを作ること！
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２０２５年度 シラバス

単位数 2

対象学生

開設時期 後期

回

第1回 10月1日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第2回 10月3日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第3回 10月8日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第4回 10月10日 復習 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第5回 10月15日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第6回 10月17日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第7回 10月22日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第8回 10月24日

第９回 10月29日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第10回 11月5日 小テスト（10分） フラッシュカード漢字語彙導入40分

第11回 11月7日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第12回 11月12日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第13回 11月14日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第14回 11月19日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第15回 11月21日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第16回 11月26日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第17回 11月28日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第18回 12月3日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第19回 12月5日 N3漢字フラッシュカード5分+N3漢字（5つ）の書き取り35分 漢字自習（50分）

第20回 12月10日 カフートを使った漢字ゲーム

第21回 12月12日 カフートを使った漢字ゲーム

第22回 12月17日 カフートを使った漢字ゲーム

第23回 12月19日 カフートを使った漢字ゲーム

第24回 1月14日 カフートを使った漢字ゲーム

第25回 1月16日 カフートを使った漢字ゲーム

第26回 1月21日 カフートを使った漢字ゲーム

第27回 1月23日 カフートを使った漢字ゲーム

第28回 1月28日 カフートを使った漢字ゲーム

第29回 1月30日

第30回 2月6日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ 〇 〇 〇 100%

担当教員
実務経験紹

介

演習 　

出席

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

試験対策

試験

　

テーマに沿った漢字を探す

自分で漢字を作ってみる

テーマに沿った漢字を探す

テーマに沿った漢字を探す

テーマに沿った漢字を探す

テーマに沿った漢字を探す

漢字リスト　恋愛

ペアで漢字を作って発表

漢字リスト　生活

漢字リスト　自然

漢字リスト　交通

漢字リスト　旅行

漢字テスト15分

漢字テスト15分

漢字テスト15分

漢字テスト15分

漢字テスト15分

漢字テスト15分

ポイント＆プラクティス復習
13/14
ポイント＆プラクティス復習
15/16
ポイント＆プラクティス復習
17/18

自分の名前の漢字を考える

テーマに沿った漢字を探す

テーマに沿った漢字を探す

自分の名前を漢字にする

漢字リスト　感情

漢字リスト　仕事

漢字テスト15分

漢字テスト15分

漢字テスト15分

N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能

N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能

N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能

N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能

N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能
N3合格者はN2の文字
語彙自習可能

ポイント＆プラクティス第27回

ポイント＆プラクティス第28回

チャレンジ模試（予定）

ポイント＆プラクティス第29回

ポイント＆プラクティス第30回

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

漢字の書き取り（N3）（30分）

ポイント＆プラクティス第23回

ポイント＆プラクティス第24回

ポイント＆プラクティス第25回

ポイント＆プラクティス第26回

第4回まで①N3小テスト②N4漢字の書き取りとフラッシュカード③N3漢字の導入
第5回から①N3漢字フラッシュカード②N3漢字の書き取り③漢字の自習（必要な学生には問題プリントを配布）
第18回から①N3漢字フラッシュカード②N3漢字の書き取り③漢字を使ったゲーム（Khoot利用）

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

授業の一般目標
漢字の読み書きを覚えるだけでなく、更にその漢字にまつわる語彙を覚え運用できるようにする。
授業に書き取り、フラッシュカードを入れ確実に漢字を読める、書けるに導く。また自習時間を設けることにより、N2に向けて対策できる時間を取ること
でN3合格者のストレスを軽減させる。（学生の希望があれば、プリント教材、など対応予定）

目標資格：JLPT　N3

区分 教員実務経験対象

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

科目名 上級漢字Ⅱ

ポイント＆プラクティス復習
3/4

ポイント＆プラクティス復習
11/12

ポイント＆プラクティス復習
9/10

ポイント＆プラクティス復習
7/8

ポイント＆プラクティス復習
5/6

ポイント＆プラクティス復習
1/2

漢字の書き取り（N3）（30分）

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

ポイント＆プラクティス
その他プリント教材（chatGPTで作成予定）

□ 態度の観点 テストの結果においても優良な成績を取る。

□ 技能・表現の観点 漢字の意味を知ることで読解力が上がり、正しく美しく書けることで作文の印象を向上させる。

授業計画（全体）

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 漢字の構造を知り、正しい読み書きを知る。

□ 思考・判断の観点 使用法を誤らず、正しく使える。

□ 関心・意欲の観点 漢字の成り立ちなどを覚え、学習の意欲を持つ。
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２０２５年度 シラバス

単位数 1

対象学生 １年次

開設時期 前期

回

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第 10 回

第 11 回

第 12 回

第 13 回

第 14 回

第 15 回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 50

○ ○ ◎ 20

◎ ○ 10

○ ◎ 10

-

-

○ 10

担当教員
実務経験紹

介
金森 孝子

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

振り返り授業・試験実施 サービス接遇検定合格のポイント、受験 単位認定試験

試験問題の解答、解説 試験問題の答え合わせと解説 試験解説

実務技能（２） 金品管理・社交儀礼の業務ができる

試験範囲の復習 試験対策のポイント、復習 試験範囲説明

対人技能（４）
服装
接遇者としての適切な服装を装う

実務技能（１） 問題処理。環境整備についてを覚える

対人技能（２）
接遇知識、対人心理が理解できる
接遇者としてマナーを心得る

対人技能（３）
話し方、接遇用語を覚える
提示・説明の仕方を覚える

一般知識 社会常識を覚える、時事問題を知る

対人技能（１） 一般的な人間関係を築く

専門知識（１）
サービス知識
サービスの意義・機能・種類を覚える

専門知識（２）
従業知識
商業用語・経済用語を覚える

サービススタッフの資質（１）
必要とされる要件
明るさと誠実さ・適切な判断と表現・身だしなみについてを覚える

サービススタッフの資質（２）
従業要件
良識をもつ、適切な判断と表現、清潔感についてを覚える

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

授業開始について
サービス接遇接客とは何か

授業の必要性・概要・目的・目標についての説明・進め方
サービスの意味、接客とは何かを覚える
効果的な自己紹介の仕方ができる

□ 態度の観点 １．ペット業界（接客業）の中で、サービス接遇の必要性を考えることができる。

□ 技能・表現の観点

授業計画（全体）

基本的な知識を修得し、サービス業であるペット業界（他分野職含む）へ就職した時、顧客に対して実践ができる。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．サービス接遇とは何かについて、接客業を上手く熟すための課題が説明ができる。

□ 思考・判断の観点 １．授業で取り上げた各領域についての内容を、活用することができる。

□ 関心・意欲の観点 １．サービス接遇に関する関心を広げ、問題意識を高めることができる。

授業の一般目標 サービス接遇検定３級合格

受講条件 特になし

事前学習について
（テキスト・参考書等）

「サービス接遇検定　受験ガイド３級　改訂版、サービス接遇検定　問題集」
「入社１年目　ビジネスマナー」（西出ひろ子著）

区分 必修 教員実務経験対象 -

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

接客対応の基礎　『心づかい』『言葉づかい』などの実務知識を覚える。
基本的な接遇マナーを身に付け、多方面からのスキルを覚える。

科目名 ビジネス・マナー 学科 国際ＩＴビジネス科

授業形態 講義 開設期 2025年前期
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２０２５年度 シラバス

単位数 1

対象学生

開設時期 通期

□ 知識・理解の観点 ：

□ 思考・判断の観点 ：

□ 関心・意欲の観点：

□ 態度の観点 ：

□ 技能・表現の観点：

回

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第 10 回

第 11 回

第 12 回

第 13 回

第 14 回

第 15 回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他

○ ○ ○ ◎ ◎

○

○

担当教員
実務経験紹

介
金森 孝子

演習 　

出席

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 10% 良　（Ｂ）：79点～70

単位認定：出席率８０％以上　期末試験６０点以上

評価割合 成績評価基準

定期試験 90% 秀　(Ｓ）：100点～90

まとめと総括

成績評価方法

（１）期末試験においてテストを課す

（２）長期休暇においてレポート課題を課す

訪問のマナー

交際業務

来客応対①

来客応対②

電話応対②

電話応対③

言葉遣いの基本③

電話応対①

言葉遣いの基本①

言葉遣いの基本②

職場のルール

基本動作

仕事に取り組む心構え

仕事の進め方

授業計画（全体）

ビジネスの各場面において知識の導入後ロールプレイを行い、適切な日本語の運用を学び、語学力の向上につなげる。

授業計画（授業単位）

主題 授業内容 備考

授業の到達目標

ＩＴ業界の語彙を覚え、適切に使用できるようにする

各場面において適切な言動の選択ができるようにする

自身の将来像を具体的にイメージできる教材の使用により、日本語とＩＴの知識意欲を刺激する。

日本で働くとはどういうことかを学び、日ごろのアルバイトから勤務態度を改善していく。

適切な語彙と文法の選択により日本人とのコミュニケーションをスムーズに行う。

受講条件

事前学習について
（テキスト・参考書等）

「ひとめでわかる　モノの言い方」（金森たか子　監修）

区分 必須 教員実務経験対象 有

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

ＩＴ業務遂行上想定される場面に対し、適切に対応できる日本語運用能力を身につける。

科目名 コミュニケーション技法 学科 国際ＩＴビジネス科

授業形態 講義 開設期 2025年後期

授業の一般目標
１．日本での就職活動を遂行できるようにする
１．各業務場面で適切に対応できるようにする
１．仕様書を読めるようになる
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